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DepartmentofEastAsianStudiesのAtsukoUeda教 授 の ご尽力 によ り,プ リ ンス トン大学 を訪 問す る

機 会 を得 た。約 束 の正 午す ぎに駅 に到 着す る と,Ueda教 授 のgraduatestudentinJapaneseliteratureだ

とい うYong-ahChungさ ん ご夫 妻 が出迎 えて くだ さ り,ま ず は キ ャ ンパ ス を案 内 して くだ さ った。 ゆ

るや か な勾 配 と整然 と した並 木 か らなる じつ に美 しいキ ャンパ スで,歴 史 を感 じさせ る イギ リス風 の建

物が緑 のなか にほ どよ く配 置 され ている。 その 申の ひ とつ が学生 寮で あ る と聞 か され て,そ のあ ま りの

豪華 さに驚 くばか りであ った。

周 知 の ように,米 国東部 の ニュ ージ ャー ジー州 プ リンス トンにあ るプ リンス トン大学 は,学 生 の教育

と最 先端研 究 とを両立 させ てい る数少 ない大 学 であ る。 その なかで も,学 部教 育 の最優 先(teachingis

toppriority)を 基本 的 な方針 に掲 げるユ ニー クな大学 と して もよ く知 られ て》・る。そ う した学部教 育 を

特徴 づ け る制度 と しては,Preceptorialsystern(講 義 内容 の補完 を目的 と した少 人数 グルー プ討議 の制

度)や,Honorsystem(す べ ての筆記 試験 は学生 の正 直 さを前提 に教 員 に よる試験 監督 な しで実施 す る

制度)な どが あ り,さ らに卒業論 文重 点主義 な どが ある とい う。

そ うした特 徴 を,さ らに カ リキュ ラム に沿 って具 体 的 にい えば,「 一年 生 セ ミナ ー」 と 「履修 科 目分

散規 定」 が挙 げ られ る。 前者 は,60種 類 のテー マで実 施 され るセ ミナーが すべ て15名 以 下 の人数 制 限

で行 わ れる こ と,ま た後者 は,早 す ぎる専 門化 を回避 す るため に,主 要 な学 問分野 を幅広 く与 える とい

う制 度 で,さ らに 「論 文執筆 プ ログラム」 で は,一 年 生全員 に対 して一学期 間 の履 修 を義務 づ けてい る

とい う。

ア メ リカにおけ る多 くの大学 が,大 学 院 にお け る研 究 を標榜 す るなか にあ って,学 部 教育 の優i先が確

実 に運用 され てい る こ とは,プ リ ンス トン大 学 の大 きな特徴 といわれ,そ して教 員 もまた学部 教育 に強

い コ ミッ トメ ン トを してお り,そ れ が また教 員相 互 の プ レッシ ャー にな ってい る と もい うので ある。注)

訪 問 の直 前,ニ ュ ー ヨー ク の宿 舎 でみ た 日系 新 聞 は,NewsWeek誌 が 毎年行 っ てい る大 学総 合 ラ ン

キ ング(入 学者 の学力 水準,教 員 ス タ ッフの充 実度,学 生対 教員 の比 率,財 務基盤 の充 実度合,卒 業生

に よる大学 へ の寄付 の多 寡 な どの指標 に よる)で,2006年 度 もまた全 米 一位 にな った こ とを速報 して

い た。

そ の こ と を,最 初 にお 目 にか か っ たMartinCollcutt教 授(専 門 は,JapaneseHistoryで,『Five

Mountain=五 山』 の大著 が あ る)に 伝 え る と,氏 はそ の要 因が 学生 に対 す る手厚 い奨 学 金 の制度 にあ

る こ とを教 えて くだ さった。奨 学金 の配分 につ い ては,学 部 か ら独 立 した委 員会 が設置 され,た とえば

将来 東 ア ジア を研 究 の対象(法 律 や経 済 につい て も同 じ)に 予定 してい る学 生 に対 して は,そ の東 ア ジ

ア言 語(中 国語 ・韓 国語 ・日本 語)の 習得姿 勢 や運用 能力 を判 断 し,そ の結 果 を委員 会 に推 薦す るの だ
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とい う。 そ して,す べ ての 奨学金 の うち,約7割 が返還 義務 の ない ものだ とい う。

次 にSeichiMakino教 授(専 門は,JapanesePedagogy,DirectoroftheJapaneseLanguageProgram)

にお 目にかか って,主 と して 日本 語 の履 修状 況 につい て うかが った。

まず 院生 は5～6人 程 度 お り,そ の う ち中国 人が5人,日 本 人 が1～2人 とい う割合 だ とい う。 また

学部 にお け る語 学履修 につい て は,近 年 中 国語 を履 修 す る学 生が増 加 してい るが,日 本語 もお よそ100

人前 後(内 訳 は,英 米 系 が6割,残 りが 中国系 と韓 国系 で 日本 人 はい な い 由)で,こ の とこ ろ安 定 し

た履修 者数 で ある とい う。履 修 の理 由 と して は,従 来 は 日本経 済 の好 調 さを反 映 して外資系 企業 へ の就

職 とい う理 由が あ ったが,最 近 では アニ メや建築 につ いて の関心 な ど,そ の理 由 も多様 化 してい る とい

われ る。

また,日 本語教 育 の カ リキュ ラムの なかで,最 大 の特色 とい うべ きは,100人 の履修 者 の うち,毎 年

45人 を選 抜 して,金 沢市 に語 学研 修 に参 加 させ てい る こ とだ とい う。 この45人 の選 抜 に合格 す る と,

往 復 の旅費 が 大学 か ら支給 され,ま た宿 舎 も金沢 市 内で の ホー ムス テ イに なる とい う好 条件 もあ って,

学 生 は この 枠 に入 るべ く必 死 に勉 強 す る の だ とい う。 こ の シス テ ム は,金 沢 市 の 協 力 に よっ て,

「Princetonin石 川」 とい う8週 間の プログ ラム と して提 供 されてい る とい う。

さ らに氏 は,コ ロ ン ビア大学 の修 士課程 にお ける 日本 語夏 季講座 に も出講 な さってお られ,1回2週

間 の講義 を3回 に分 け て行 うプ ログ ラム を設定 ・運 営 して い る とい うが,こ の ほ うは オー ス トラ リア

とニ ュー ジー ラ ン ドの学 生 が圧倒 的 に多 い と話 され た。 そ して,こ れ らの国 では,日 本語教 員 の需要 が

増 えてい る と もいわ れた。

最後 は,図 書館 司書 のYasukoMakinoさ ん に,東 アジア研 究 所 図書館 を案 内 していた だい た。東洋風

の イ ンテ リアで装 わ れた部屋 の新刊 書 や雑誌,お よび参 考 図書 か ら して,す でに充実 した収 書 ぶ りが 目

立 つ が,学 生 が 目の高 さまで積 み 上 げた資料 と格 闘 してい る様 子が 印象 的で あっ た。 収書 の方針 を うか

が った ところ,米 国東部 の大 学 間に よる 「分担 収書」 を心が けて いる との こ とで,そ の うちプ リンス ト

大 学 の分 担 と して は,日 本 の 「地 方史」 関連 の図書 の収 集 に重 点 をおい てい る とい う。 な るほ ど,県 別

はお ろか町村 ご とに至 る までの地 方史 の書物 がず ら りと並 んでい て圧 巻 であ った。

ラ イ ブ ラ リア ン と して最 優 先 の 仕事 は,何 よ り も 「学生 の 要望 に応 え る こ とです 」 とお っ しゃる

Makinoさ んは,学 生 が欲 しい と思 う資 料 をす みや か に提 示 で きる こと,ま た他 か ら調達 で きる態 勢 を

つ くってお くこ とをつ ね に念頭 におい てい ます,と 答 え られ た。

こ う して,今 回の訪 問 は,多 くのス タ ッフの チ ーム ワー クに よる 日本 お よび東 アジアの教 育 と研 究が,

じつ に充 実 した シス テム と もど も運営 され てい るこ とを,直 接肌 に触 れ て実感 す る機 会 となった。 その

ことを強 く実 感す る につ れ,彼 らプ リ ンス トンのす ぐれ たス タッフた ち と交通 す るネ ッ トワ0ク を,一

日も早 く構築 す る必 要 性を考 えず に はい られ ない。

注)慶 応義塾大学総合政策学部教授 ・岡部光明氏 「米国プリンス トン大学における学部教育について一その理念 ・制

度的特徴 ・SFCへ の示唆一」(2005年4月)参 照)
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